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砂上楼閣から

豪音 倍
産卵用のにわとりが今1億 4千方かぃるとぃぅ。昨年1年間で2
■方羽増えた。採算かとれるには、Jll iキ ■に16o円 を必要とす
るか、今は基落して締値はキロ115自だそうだ。テレビでlo方
力規模の、四書入書してし、る養鶏場の経営をとりあげそぃた。たぶ
ん1経営体あたりの幸均的な罰青装なのだろうも豪め嵐りの養鶏場
4軒あうち1軒がゃめた。lё 方力たははるかに及なない小さい養
鶏場だが、夕

"相

場暴落のあおりではあるだろうも
豪からの座離をすとし多 くとると、養鶏場だらけと感 じるくらい

養鶏場が多い。とうぜん牝鶏を供給するt棘化場および鑑別所があ
ることになる.そ め鑑́

'1所

の差別風景を、最遠■はリテレビで とり
あけてしヽた。雄雌鑑,1は 養鶏の合理化の第一歩であった。鶏の最腱
か どめ くらいの比率で産れて くるか知らないが、普通に考えると 1

対 1で 、この半分の比率を占める最をできるだけ早い段階で、っま
り餌を与えずに、排除 しなければならない。

生ゴミなどを入れる大きな青いポリバケツに、雄のヒヨコが無雑

作に素早 くほうりこまれていく。ポイッ、ポイッとほうりこまれて、

見る間にバケッは満杯になる。背の高いバケツの底の方のヒナはど

うなっている ?

テレビは平然とその満杯 lごなるバケツを映 してぃる。そこの とこ

ろが怖かった。ぃままでたぃがぃ雄の ヒナの運命はぼやかされてき
た。その段階を一歩越えたようだ。用なしヒナは生ゴミ扱いという
ことに、この番組にかかわった制作者たちは疑間をもっていない。
ひと昔前は、などとぃう言い方はしたくないが、ヒナの運命はぼ

やかされていて、一応は育って鶏肉になる、と思わされてぃた。そ
れはそれで一生を全 うしたことになる、それも手前勝手な話だけど、
しょうがない、とぃう感 じであらたのだ。だから小説とはいえ、あ
るいは官能を束1激する意図をもって書かれているとはいえ、次のよ

うな描写に出会うとが くぜんとして、しばらくは卵が食べられな く
なる、といった具合だうたのである。

「言いわすれましたが、豚の餌というのは青年会で経営している
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養鶏場から届いたばかりの、孵化したての牡ビナです。白レグなど

の卵用鶏の牡ビナは飼料にするほかはまった くしかたのない代物で

すが、これなら馬でも牛でも喜んで食いますし、牛などではめだつ

て乳の出がよくなります。ボール箱の蓋をとると:黄色い経毛のかた

まりのようなヒナが押しあいへしあいして鳴いていますが、このと

き|は もう餌をかぎつけた豚が小さい凶悪な眼を光らせ、泡を■ぃて

濡れた鼻さきを樹‐にこすりつけながら催促しているのです。‐

ポール箱を九本にくりぬいあた餌箱に落とすと、:そ .れ こそあつ:と

ぃう暇もありません。豚どもは争って鼻さきを餌箱に
:お しこみギi柔

かい骨と肉と'羽毛が生きながら噛みくだかれ、呑みこ
.ま れる、形容

しようのない音が数十秒間つづいただけです。未練げにつつ奪まわ
:

してぃる鼻の下からボール箱をひきずりだしてみると、箱には点々

と血がつき、柔かい綿毛がこびりつぃているだけで、ほんの一瞬ま

えまでの元気のよい、むくむくした塊りの数十羽は、当然のことな

がらあとかたもなくなっています。」学能鴻■郎「西洋祈りの女」

(S37、 新潮 :S56、 中公文庫)

この他、にわとりの病気の予防、卵を多く産ませる技術、などな

ど1コ め卵が口に入るまでにどれほどのコトが起きているか、知っ

たら私たちはまず卵は食べられない。肉類だらてそうだ。それじゃ

知らせましょうと、親切に実態を教えてもらって、それで私たちは

そういう卵や肉を食べなくなるか。菜食主義者になるか。そんなこ

とはないのである。数日食べるのをひかえるだけである。

それは中には菜食主義になる人もいる。部分的に大丈夫そうな野

菜や牛芋Lや卵や肉をつくり、購入する人もいる。しかし今圧倒的に

多くの人びとが、その中に私も当然入るのだが、ときどき寒気をも

よおしながら、けつこう、この肉はうまいねなどといいながら、_そ

うぃう蛋白質を摂取している。自然食品派の人たちも100%防 衛
しているわけではない。       |      :
だぃたぃだれもが、悪いと知りつつ:将来ロクなことにはな

'ら な

い、自分はいいけど、子どもたちはどうなると思いながら、たとえ

ば私のとこでは、卵がお 1人様 1パ ックなどと大安売りされれば、

夫婦で 2パ ック買つて、もうかったねなどとと単純に喜んでいるの
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である。

J11コ には1先進技
.術
支明高度管理社会の、無に向っての、その

過程はタロ速度的1脊摯:゛ を加えていくだろう、構造が全てたたき込
まれてぃる:卵 1コ といわな くてもいい。日常生活の衣食住のどれ
をとってもそうである。技術文明社会が 自滅するのはそれはそれで

いい:問1題は他め社会を道連れ
'こ

することだ。
1イ

ンカがはろんだと

'ヽ

う漬術のレベルではすでにな

'｀

.   :

な賛 茫T意 1言「 冨菅T認 警竜慧雷菅崚Lll皇〔l二重11
けにはいかない。落込んだリマナジリを四六時中

｀
けらfし て1ヽ るわけ

にはいoな,ぃ。あいかわらず砂上楼閣に住んで喜怒裏楽の生活を送
るしかないのである。堅固な土台をみっけるまでは.

それを見つけるのは偉大な誰かではな く、私たち一人一人の意志

の集合体なのだが、その集合体 と私 との関係が今の ところい くら考

えてもまだ見 えない。

(水俣 )と は:そ うぃ う状況が生起、生来 した原点を意味す る。
その遠因は 〈広島 。長崎 )である。このことは日本だ

・
けでな く、世

界中にあてはまる。

甘薦珠恵子 さんの「 まだ、まにあうなら一私の書いたいちばん長

い手紙」がある。小冊子 (「 湧 」増刊、 1987.7、 3百 円)に
なって、「大地にひれふ して二人一人の方にお願いしたい気持 ちで

す。どうかあなたか らお友だちへ、あなたの言葉 をそえて手渡 して

ください と.」 とい う編集者のあとが きとともに流布 してぃる。感

動する。その ことにかけ値はない。 しか し一抹の、ああ、またかと

いう思いもまとわ りつ く。

それは どういうことかというと、「筆者は…… 1年前 までは “原

発 "が原子力発電所の略称であることすら知 らなかった、ごくふつ
うの主婦で した」という前説にあるウソである。

べつの言い方をすれば、もしこの前説がウソでなかったら、この

人が どういう育ち方 をしたのか大問題になる、ということだ。「だ

から教育が問題なのですよ」という言い方はとらない。それを認め

たら子 どもは自動人形にな り、主体性などすっとんで しまうし、ど
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うして療発の恐らしきを受入れたかもわからなでなる。「蕪華なる
民=蕪知なる民=ふつうの主婦 (主夫)」 とt、 う歯式にこあられる
自他にわたる蔑視・馴れ合い。そしそこの蔑税・馴れ答いを受入れ
るとモノゴトは感動的になるのである。

私も歳視・軸れ合いの一員であるから、素置に感動する。しかし
その次に髪の毛一本を通した汁粉のような感じがどこか藻う (汗粉
12ヵ 月、だんだん大きく甘くなる汗粉を12杯査べるとタタにな
る。その最後の汁粉に髪の毛一未をスッと通 してお くとRllめ者 も食

べ られないという神話).
『そんな恐ろ しいこととは知 りませんで した」という告白を自他

ともに、素直、かわいい、けなげ と認めるところにt私 たちが こだ
わらなければならない、私たちの根本的な欠陥がある、と思 う.

『慮発に反対か賛成かと問われれば、原発や電力会社ゃ自豪なん

ていうものと、心中したいとおもっていないので反対なのだけど、

反対運動なんていうと、とても空しくなってしまいます。運動によ

って、原発が停止したり、国の電力政策とかいうものが変るなんて t

とでも思えないし、私たちの生活というのは、危険という尺度でみ

ると、もうずっと昔から、ずっとずっと追い込まれていると思う訳

です」.水俣からの最近の手紙である。
不知火グループを私が始めたわけではないが、今は主催者的とい

う立場からいえば、およそこういうふ うな、今書いてきたような下

地を、言わず語らずもっているような者がなんとな く集っていると

思つている。 1年 に 1ぺ ん顔を出す者とか、ルーズきわまりない。

知は力、一生懸命水俣のことを勉強 したぃとぃう人は不向きであ

る。この間もそういう人が来て、あされてすぐ来な くなって、やっ

てもいいというような意向だったの管、水僕のおこしテープを送っ

たら、今猛烈に勉強 しているからできな tヽ とテープが送 り返されて

きた。 88/5/12

③

○
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